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大空高くあがるかな

　2月24日休）、貝野小学校4年生の児童が雪

原カーニバルであげる3畳敷の大凧の絵を書

いていました。大きな龍の周りに自分たちの

似顔絵などを書きながら、雪原力｝ニバルで

空高くあげるのを楽しみにしていました。

・みんなで支える医療費です1②～③

●話題出来事なかさとウォッチング………④～◎

●里創プラン通信・………………・・……………・…・⑦

●各種届書の提出先が変わります…・……………・・⑧

●お知らせ………・………・……………………⑨～⑪

●カレンダー…・……………●…’…………●……⑫

N・A・K・A・S・A・T・O



懸嚢繕『鰹

老
人
保
健
法
の
医
療
制
度

　
「
老
人
保
健
法
」
と
は
、
7
0
歳
以

上
（
ね
た
き
り
な
ど
の
人
は
65
歳
以

上
）
の
人
が
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
医
療
制
度
で

す
。
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
「
医
療
受

給
者
証
」

の
交
付
を
受
け
ま
し
よ
う
。

〈
老
人
保
健
の
資
格
〉

①
7
0
歳
以
上
の
人

辱＾
●

一
　
●

4

ー
）

ノ

保
蒙

俵馨帳

　
　
懇
驚
週
11
、、、

　
医
療
保
険
の
加
入
者
が
7
0
歳
に
な
っ
た
月
の
翌
月
か
ら
、
1
日
が
誕
生
日
の

人
は
そ
の
月
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
6
5
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
人

　
ね
た
き
り
等
、
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
で
村
長
の
認
定
を
受
け
た
人
で
す
。

〈
老
人
保
健
の
届
け
出
〉

　
老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
る
に
は
屈
け
出
が
必
要
で
す
。
7
0
歳
（
一
定

の
障
害
の
あ
る
人
は
6
5
歳
）
に
な
る
月
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
老
人
保
健
で
の
診
療
①
〉

　
一
定
額
を
医
療
機
関
へ
支
払
い
ま
す
。
医
療
機
関
へ
は
、
保
険
証
（
被
保
険

者
証
）
、
医
療
受
給
者
証
、
健
康
手
帳
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
外
来
の
場
合

　
受
診
1
回
に
つ
き
5
3
0
円
、
た
だ
し
、
1
ヶ
月
4
回
ま
で
、
そ
れ
以
降
は

無
料
（
同
じ
医
療
機
関
）

◆
入
院
の
場
合

　
1
日
…
：
i
、
2
0
0
円

※
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
平
成

12

年
7
月
か
ら
改
正
さ
れ
る
予
定
で

す
。〈

老
人
保
健
で
の
診
療
②
〉

　
全
額
を
い
っ
た
ん
払
い
、
あ
と
で

払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
医
師
が
必
要
と

認
め
た
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
装

具
代
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

　
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
か
ら
被

害
を
受
け
た
場
合
の
ケ
ガ
や
病
気
で

も
、
老
人
保
健
で
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
事
故
に
あ
っ
た
ら

警
察
に
届
け
る
と
同
時
に
役
場
の
窓

口
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　λ院時霞睾療曽費の自己負担

　戴饒蒔の嚢事につ麟矧誤纏の療養縫鰹熱馨羅療費

遷錫麟熱羅懇．次の畿蚤縫鍵額繋糧麟蕪騨難総慧諜載。

繊一般蜘戴蕎　　　　　　　　『、　　講圏　驚麟⑧鶴

嚢爆曝税葬課税世帯等

　・藍鞭鰯讃驚蓋の蒸1騰　　　一　　　　・謙霞　 羅籔⑧闇

　・鱒織巻趨鑑愚戴院蕉羅塗翻欝蒸騰鰯数謎、

　　　　　　　　　　　　　　　講臼　慧⑧⑳田』

◆住撮i税誰課税世帯等驚老齢福継葬金巻受腰誕騨鰯識

　　　　　　　　　　　　　　　難　　欝o◎禰

※儀鶴税葬課税撞叢等の戴麟．癬標薬難糧額減額認鍵証懸

　撚麟要懸糠鱗諜離の懸．叢購欝の纏覇窓照懸麟講馨

　麟懇《総欝騨．

※黙醗撚鱒圏叢i趨疑癒場欝麟．慧懲縫滅額齢繕諜蝶の

　懇、藩嬢鹸講麟驚《蓬叢騨．

嚢詳膨餐麟綾霧鏡鐘課國難縫嬢傑健藻諜餐闘奮懇護総

灘　　　　多　　　騨

　老人医療費は年々増え続け、このまま推移してい

くと、財政はますます厳しくなり、若い世代の負担

が増加することになります。

●老人医療費の推移
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●1人当たり医療費
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●国民健康保険の医療費の推移
老人

一般・退職
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●1人当た妙の医療費
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350，000 337，078 330，168

300，000 311，348 319，510

250，000 267，313
円200，000
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～
保
険
税
は
医
療
費
と
連
動
し
て
い
ま
す
～

　
私
た
ち
が
国
保
で
診
療
を
受
け
る
場
合
、
患
者
は
医
療
費
の
3
割

を
支
払
う
だ
け
で
、
残
り
の
7
割
は
国
保
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
こ

の
国
保
の
負
担
す
る
7
割
の
う
ち
、
ほ
ぼ
半
分
は
私
た
ち
の
納
め
る

保
険
税
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
に
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
残

り
半
分
は
国
が
負
担
）
つ
ま
り
、
医
療
費
が
増
え
れ
ば
そ
の
増
え
た

分
は
保
険
税
を
値
上
げ
し
て
補
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
グ
ラ
フ
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
健
康
管
理
に
つ
と
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
心
が
け
、
国
保
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

盤鍔灘お医鍛眺の滋縦脚i商臥
◆蒙庭医巻欝鱗叢赴隷籔

◆お医着慧んの熱け描霧ぱ姫め諜鵠きう

◆ぶ躍掬が愚健康嚢《蝦蓬蓼還め讃纏塞う

◆保険証ぽ麟雀持参膨諜爆漢う　、

◆時閥外．休田受診ぽ避職まじ諜麟

礁薬蓬提《さん欲じがるの1諜補め蒙赴隷う

灘お医蕎さん巻信頼琶．指添を謙鰻諜しょう

◆定期的麟健康診断餐、皐期発晃・畢期治療を

魁誕ゐ灘サまし潔う

保険税を納めないと
　　　　　　保険証を返還」

4月から介護保険制度が始まり、国民健康保険税を1年間

滞納すると、国民健康保険の被保険者証を返還しなければな

らないことになりました。

災害・その他で保険税を納められない特別な事情があると

きは、役場に届け出てください。届出をしないで1年間滞納

した場合は、被保険者証を返還し、そのかわりに資格証明書

が交付されます。資格証明書で病院にかかる場合はr全

額」を支払わなければなりません。

私たちは日頃健康でも、いつ、どんなときに、ケガや病気

をするか分かりません。国保（国民健康保険）はそんなとき

に備え、加入者の皆さんが普段からお金を出し合って医療費

に充てる助け合いの制度です。

国保税は国保の大切な財源です。一人でも保険税を納めな

い人がいると国保制度が成り立ちません。保険税を滞納する

ことなく、速やかに納期限までに納入しましょう。
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．
盤
潮

．
灘

、
麟
麩
懸
懲

纏灘

㎜
灘
議
灘
．
鑓

　
2
月
6
日
㈲
、
上
越
国
際
清
津
ス

キ
i
場
で
村
民
ス
キ
ー
大
会
が
開
催

さ
れ
、
ア
ル
ペ
ン
（
大
回
転
）
競
技

と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
に
村
内

の
各
小
・
中
学
校
、
一
般
と
多
く
の

人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
に

挑
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
会
場
に
は
保

護
者
の
方
が
大
勢
応
援
に
詰
め
掛
け
、

大
き
な
声
で
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
声
援
を
背

に
受
け
、
ゴ
ー
ル
目
指
し
て
一
生
懸

命
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

－〉
田
沢
小
広
田
直
樹
く
ん
の
選
手
宣
誓

　
な
お
、
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

灘
難
鐵
灘
灘
騰
戴
團
軽
耀
鐙
都

【
小
学
生
男
子
】
◎
1
年
生
①
鈴
木
貴
也
（
倉

小
）
②
小
川
隆
文
（
貝
小
）
◎
2
年
生
①

丸
山
貴
裕
（
田
小
）
②
高
橋
雄
大
（
倉
小
）

③
滝
澤
大
（
田
小
）
④
斎
喜
渉
（
倉
小
）
，

◎
3
年
生
①
鈴
木
大
貴
（
倉
小
）
②
瀧
澤

光
（
倉
小
）
③
上
原
一
功
（
田
小
）
④
渡

辺
和
広
（
高
小
）
◎
4
年
生
①
樋
口
健
太

（
田
小
）
②
藤
ノ
木
修
（
清
小
）
③
樋
口
寛

樹
（
田
小
）
④
桐
生
直
樹
（
貝
小
）
⑤
吉

楽
匡
紀
（
目
ハ
小
）
⑥
阿
部
那
由
多
（
貝
小
）

◎
5
年
生
①
上
原
眞
嗣
（
田
小
）
②
根
津

俊
一
（
倉
小
）
③
高
橋
一
誠
（
田
小
）
④

富
井
貴
英
（
田
小
）
⑤
樋
口
剛
（
田
小
）

⑥
廣
田
大
理
（
田
小
）
◎
6
年
生
①
鈴
木

直
人
（
倉
小
）
②
吉
楽
拓
也
（
田
小
）
③

樋
口
学
（
高
小
）
④
中
島
俊
幸
（
貝
小
）

⑤
村
山
拓
郎
（
田
小
）
⑥
桑
原
仁
（
清
小
）

【
中
学
生
男
子
】
①
藤
ノ
木
功
②
富
井
通
信

③
江
口
弘
展
④
服
部
裕
樹
⑤
吉
楽
雅
大
⑥

吉
楽
和
也

＝
般
成
年
男
子
】
①
山
本
勝
利
（
通
り
山
）

②
樋
口
秀
夫
（
干
溝
）
③
杉
谷
清
之
（
荒

屋
）

鞠
叢

▲声援を受けながらスタート

＝
般
壮
年
男
子
】
①
樋
口
正
和
（
小
原
）

②
富
井
英
雄
（
干
溝
）
③
山
本
勝
久
（
小

出
）
【
小
学
生
女
子
】
◎
1
年
生
①
佐
藤
彩
花
（
田

小
）
②
上
原
智
佳
（
田
小
）
③
古
高
夏
海

（
高
小
）
◎
2
年
生
①
渡
辺
響
子
（
田
小
）

②
広
田
真
理
（
田
小
）
③
大
島
美
咲
（
倉

小
）
④
吉
楽
宏
美
（
田
小
）
⑤
樋
口
慶
子

（
田
小
）
⑥
村
山
委
紗
（
田
小
）
◎
3
年
生

①
南
雲
千
里
（
田
小
）
②
富
井
明
日
香
（
田

小
）
③
佐
藤
奈
々
（
田
小
）
◎
4
年
生
①

樋
口
倫
子
（
田
小
）
②
杉
谷
日
向
（
田
小
）

③
根
津
美
由
季
（
倉
小
）
④
桐
生
聡
美
（
貝

小
）
⑤
鈴
木
里
美
（
倉
小
）
⑥
村
山
絵
理

（
田
小
）
◎
5
年
生
①
富
井
奈
央
（
田
小
）

②
吉
楽
美
里
（
田
小
）
③
桐
生
彩
花
（
田

小
）
④
村
山
綾
香
（
田
小
）
⑤
鈴
木
翔
子

（
清
小
）
◎
6
年
生
①
富
井
仁
美
（
田
小
）

②
根
津
百
合
恵
（
倉
小
）
③
根
津
亜
沙
美

（
倉
小
）
④
服
部
麻
衣
（
田
小
）
⑤
井
ノ
川

優
美
（
田
小
）

＝
般
女
子
】
①
林
実
和
子
（
山
崎
）

◆
蓼
薗
ヌ
カ
ン
撫
製
ー
の
部

【
小
学
生
男
子
】
◎
1
年
生
（
価
㎞
）
①
林

隼
人
（
貝
小
）
②
山
田
太
郎
（
貝
小
）
③

山
本
健
介
（
清
小
）
④
鈴
木
翔
太
（
清
小
）

◎
2
年
生
（
α
五
㎞
）
①
阿
部
健
人
（
貝
小
）

②
横
田
寛
人
（
貝
小
）
③
井
ノ
川
広
（
貝

小
）
④
高
野
健
人
（
高
小
）
⑤
瀧
澤
光
司

（
倉
小
）
⑥
廣
田
大
地
（
田
小
）
◎
3
年
生

（
1
㎞
）
①
服
部
悠
希
（
田
小
）
②
大
口
正

洋
（
倉
小
）
③
南
雲
良
二
（
高
小
）
④
南

雲
洗
太
（
貝
小
）
⑤
船
木
康
平
（
田
小
）

⑥
南
雲
圭
太
（
貝
小
）
◎
4
年
生
（
1
㎞
）

①
樋
口
葉
太
（
田
小
）
②
桑
原
智
（
清
小
）

③
吉
楽
淳
史
（
田
小
）
④
山
本
大
樹
（
清

小
）
⑤
山
田
裕
樹
（
倉
小
）
⑥
樋
口
洋
典

（
田
小
）
◎
5
年
生
（
3
㎞
）
①
中
島
有
基

（
貝
小
）
②
山
本
稔
（
清
小
）
③
藤
ノ
木

涼
太
（
清
小
）
④
南
雲
翔
（
貝
小
）
⑤
林

　
大
（
貝
小
）
⑥
吉
楽
隆
太
（
貝
小
）
◎

6
年
生
（
3
㎞
）
①
桐
生
英
樹
（
貝
小
）

②
鷹
巣
哲
（
貝
小
）
③
廣
田
直
樹
（
田
小
）

④
太
島
秀
典
（
田
小
）
⑤
鈴
木
直
人
（
倉

小
）
⑥
吉
楽
拓
也
（
田
小
）

【
中
学
生
男
子
（
3
㎞
）
】
①
桑
原
雄
樹
②

樋
口
大
棋
③
鈴
木
裕
希
④
福
崎
純
基
⑤
根

津
一
⑥
大
口
直
也

【
小
学
生
女
子
】
◎
1
年
生
（
α5
㎞
）

①
富
井
結
貴
奈
（
田
小
）
②
村
山
沙
希
（
田

小
）
◎
2
年
生
（
α
5
㎞
）
①
太
島
佑
佳
（
高

小
）
②
渡
辺
陽
菜
（
高
小
）
③
広
田
梢
（
田

小
）
④
吉
楽
真
樹
（
貝
小
）
⑤
樋
口
弥
生

（
田
小
）
⑥
村
山
万
里
絵
（
田
小
）
◎
3
年

生
（
1
㎞
）
①
南
雲
淑
衣
（
倉
小
）
②
中

島
由
貴
（
目
ハ
小
）
③
大
口
美
和
子
（
倉
小
）

④
南
雲
加
奈
子
（
倉
小
）
⑤
竹
藤
幸
恵
（
倉

小
）
⑥
古
高
愉
帆
（
高
小
）
◎
4
年
生
（
1

㎞
）
①
瀧
澤
ち
な
み
（
倉
小
）
②
富
井
菜

月
（
田
小
）
③
鈴
木
智
絵
（
倉
小
）
④
高

野
真
奈
美
（
田
小
）
⑤
山
田
は
る
か
（
貝

小
）
⑥
鈴
木
な
つ
み
（
倉
小
）
◎
5
年
生

（
2
㎞
）
①
村
山
菜
美
（
田
小
）
②
鈴
木
千

絵
美
（
倉
小
）
③
井
ノ
川
美
里
（
貝
小
）

④
鈴
木
絵
里
香
（
倉
小
）
⑤
桑
原
萌
美
（
倉

小
）
⑥
吉
楽
美
里
（
田
小
）
◎
6
年
生
（
2

㎞
）
①
古
高
慶
子
（
高
小
）
②
根
津
亜
沙

美
（
倉
小
）
③
山
本
千
里
（
清
小
）
④
鈴

木
有
香
（
倉
小
）
⑤
富
井
仁
美
（
田
小
）

⑥
島
田
薫
（
倉
小
）

　
　
　
　
（
2
／
2
0
　
清
津
ス
キ
ー
場
）

【
小
学
生
男
子
】
◎
2
年
生
①
斎
喜
　
渉
（
倉

小
）
②
高
橋
雄
大
（
倉
小
）
③
滝
沢
大
（
田

小
）
◎
3
年
生
①
鈴
木
大
貴
（
倉
小
）
②

滝
沢
光
（
倉
小
）
③
渡
辺
雄
大
（
田
小
）

◎
4
年
生
①
高
橋
一
樹
（
倉
小
）
◎
5
年

生
①
根
津
俊
一
（
倉
小
）
②
高
橋
一
誠
（
田

小
）
③
吉
楽
和
哉
（
田
小
）
◎
6
年
生
①

鈴
木
直
人
（
倉
小
）
②
吉
楽
拓
也
（
田
小
）

【
小
学
生
女
子
】
◎
2
年
生
①
大
島
美
咲
（
倉

小
）
②
高
橋
杏
奈
（
田
小
）
③
広
田
真
理

（
田
小
）
◎
3
年
生
①
関
谷
千
里
（
田
小
）

②
富
井
明
日
香
（
田
小
）
③
服
部
名
那
（
田

小
）
◎
4
年
生
①
根
津
美
由
季
（
倉
小
）

②
根
津
舞
子
（
田
小
）
③
杉
谷
日
向
（
田

小
）
◎
5
年
生
　
①
富
井
奈
央
（
田
小
）

②
小
柳
美
香
（
田
小
）
③
山
本
有
貴
（
田

小
）
◎
6
年
生
①
富
井
仁
美
（
田
小
）
②

服
部
麻
衣
（
田
小
）
③
上
原
理
恵
（
田
小
）

【
男
子
総
合
】
①
鈴
木
直
人
（
倉
小
）
②
吉

楽
拓
也
（
田
小
）
③
根
津
俊
一
（
倉
小
）

【
女
子
総
合
】
①
富
井
仁
美
（
田
小
）
②
服

部
麻
衣
（
田
小
）
③
富
井
奈
央
（
田
小
）

、
重
鵬

　
　
　
愛
、

　
　
　
　
』　　　曝

　＄

鍮

〉
総
合
優
勝
の
鈴
木
直
人
く
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
井
仁
美
さ
ん
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2
月
1
7
日
㈲
か
ら
1
9
日
出
、
沖
縄

県
仲
里
村
の
5
年
生
の
児
童
1
6
名
と

引
率
者
8
名
を
迎
え
、
第
1
8
回
な
か

さ
と
交
流
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
1
7
日
は
役
場
議
場
で
歓
迎
式
を
行

な
っ
た
後
、
各
訪
問
先
の
学
校
へ
移

動
し
、
児
童
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
田
沢
小
学
校
で
は
、
体
育
館

に
全
児
童
が
集
ま
り
、
自
己
紹
介
、

久
米
島
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
ゲ
ー
ム

な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と

雪
の
降
る
グ
ラ
ン
ド
に
飛
び
出
し
、

〉
全
員
で
記
念
撮
影

歓
声
を
上
げ
な
が
ら
雪
合
戦
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
1
8
日
は
清
津
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー

体
験
で
す
。
訪
問
先
の
学
校
ご
と
に

分
か
れ
、
受
入
家
庭
の
方
や
先
生
、

受
入
生
に
教
わ
り
な
が
ら
滑
っ
て
い

ま
し
た
。
最
初
は
慣
れ
な
い
ス
キ
ー

に
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に

滑
れ
る
よ
う
に
な
り
、
何
度
も
転
ん

だ
り
し
な
が
ら
楽
し
い
ス
キ
ー
体
験

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
、
朝
7
時
3
0
分
に
十
日
町

　
　
　
　
駅
ほ
く
ほ
く
線
構
内
に
集

　
　
　
　
ま
り
、
お
別
れ
式
で
す
。

　
　
　
　
受
入
生
代
表
の
山
本
稔
君

　
　
　
　
は
「
皆
さ
ん
楽
し
い
思
い

　
　
　
　
出
が
で
き
ま
し
た
か
。
ぼ

　
　
　
　
く
は
楽
し
い
思
い
出
が
い

　
　
　
　
っ
ぱ
い
で
き
ま
し
た
。
今

　
　
　
　
度
沖
縄
に
行
く
と
き
は
よ

　
　
　
　
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

　
　
　
　
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
仲
里
村
の
皆
さ
ん
は
2

　
　
　
　
泊
3
日
の
交
流
会
を
終
え
、

　
羅
　
　
　
　
雪
国
で
の
楽
し
い
思
い
出

　
　
　
　
を
た
く
さ
ん
抱
え
て
沖
縄

　
　
　
　
へ
と
戻
っ
て
行
き
ま
し
た
。

灘
懸
藤
雛

毒

▲田沢小グラウンドで雪合戦

〈
新
屋
敷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
タ
食
の

　
準
備
。
今
夜
は
カ
レ
ー
だ
。

讐

欝嫌

ギ

蓋
璽
羅

一識娠礪

▲上手に滑ることができました

〈
あ
い
さ
つ
す
る
清
津
峡
小
の
山
本
く
ん

〉
お
別
れ
を
前
に
駅
で
パ
チ
リ

罎
蒸
あ
嚢
盲
λ
館
者

　
3
月
2
日
㈲
、
ゆ
く
ら
妻
有
の
入

館
者
が
平
成
1
0
年
3
月
3
0
日
営
業
開

始
か
ら
7
0
4
日
目
で
2
5
万
人
を
達

成
し
ま
し
た
。

　
2
5
万
人
目
の
入
館
者
と
な
っ
た
の

は
奥
さ
，
ん
と
二
人
で
来
て
い
た
山
崎

の
上
原
幸
次
郎
さ
ん
。
上
原
さ
ん
は

「
今
日
は
ミ
オ
ン
が
休
館
日
な
の
で
、

天
気
も
い
い
し
、
お
昼
で
も
食
べ
に

ゆ
く
ら
に
行
こ
う
と
二
人
で
や
っ
て

来
ま
し
た
。
2
5
万
人
目
と
聞
い
て
ビ

ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。
」
と
幸
運
を
射
止
め
た
喜
び

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
2
5
万
人
の
前
賞
は
十
日
町

市
の
富
井
辰
夫
さ
ん
、
後
賞
は
十
日

25
万
人
遽
滋
搬
苗

町
市
の
尾
身
昭
幸
さ
ん
で
し
た
。
3

人
に
は
㈱
な
か
さ
と
の
藤
田
副
社
長

か
ら
花
束
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

▲藤田副社長から上原さんへ花束贈呈

平成12年3月10巳広報なかさと5



　
2
月
1
8
日
樹
、
中
里
中
学
校
視
聴
覚
室
で
卒

業
間
近
の
3
年
生
が
「
村
長
さ
ん
と
語
る
会
」

を
行
な
い
ま
し
た
。
今
回
は
事
前
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
な
い
、
質
問
・
要
望
事
項
を
決
め
代
表

生
徒
が
質
問
し
、
村
長
が
答
え
る
と
い
う
形
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
村
長
が
「
人
生
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が

大
切
で
あ
り
、
や
り
直
し
が
で
き
る
。
1
回
の

失
敗
で
く
じ
け
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
か
ら
の

人
生
、
自
分
の
思
う
道
を
進
ん
で
い
っ
て
欲
し

い
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
。
」

と
講
話
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
代
表
生

〉
村
長
へ
質
問
を
投
げ
か
け
る
生
徒

驚漁
な
季
節
料
理
を
作
っ

　
て
み
ま
せ
ん
か
？

締　
と
い
う
こ
と
で
、
ム
フ

　
　
，

　
こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

肇驚・
　
今
の
時
期
、
こ
ん

▲3年生へ卒業講話

難飛驚・叢《畿騰索嶺騰癒驚・き壊煮縣壕

徒
数
人
が
、
「
住
み
良
い
中
里
村
に
す
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
環
境
整
備
や
施
設
作
り
を
す

る
の
か
。
」
「
ミ
オ
ン
の
鳥
の
家
等
、
こ
の
先
で

き
る
施
設
は
、
本
当
に
中
里
村
の
観
光
業
の
発

展
に
つ
な
が
る
の
か
。
」
「
若
い
人
た
ち
の
集
ま

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
レ
ジ
ャ
i
施
設
を
ふ
や

し
て
ほ
し
い
。
」
な
ど
の
質
問
・
要
望
を
村
長
に

投
げ
か
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
村
長
は
「
安

ら
ぎ
の
求
め
ら
れ
る
、
川
を
活
用
し
た
公
園
作

り
を
し
て
い
き
た
い
。
村
の
活
性
化
に
は
人
が

集
ま
っ
て
く
る
の
が
第
一
歩
。
ハ
ー
ド
面
、
ソ

フ
ト
面
両
方
調
和
の
取
れ
た
施
設
作
り
が
大
切
。

行
政
が
で
き
る
範
囲
で
考
え
て
い
き
た
い
。
」
な

ど
と
生
徒
の
質
問
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
答
え
て
い

ま
し
た
。

回
は
「
牛
乳
し
る
こ
」

の
作
り
方
を
紹
介
し

ま
す
。

◆
作
り
方

鷺
あ
ず
甕
柔
ら
か
く
煮
て
砂
糖
（
大
さ
じ
4
Ψ

総
と
塩
（
ひ
と
つ
毒
で
味
付
け
を
し
て
お
き

馨
聾
確
／
6
）
と
皇
粉
（
大
さ
じ
5

盗
盗
　
杯
半
）
を
よ
く
混
ぜ
て
団
子
を
作
り
、
1
人
分
3

馨蕪騰継聾煮艦盗灘煮礁騰縣讐驚驚継蒙驚灘藷叢黛

　
個
位
に
ま
と
め
て
如
で
て
お
く
。

③
少
し
深
め
の
器
に
味
付
け
し
て
お
い
た
あ
ず
き
を

　
入
れ
、
牛
乳
を
注
ぎ
入
れ
、
白
玉
団
子
を
入
れ
て

　
出
来
上
が
り
。

・
白
玉
粉
に
豆
腐
を
混
ぜ
て
団
子
に
す
る
と
一
日
く

ら
い
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
る
の
で
お
い
し
く
い
た

だ
け
ま
す
。

・
団
子
は
耳
た
ぶ
く
ら
い
の
硬
さ
に
練
っ
て
く
だ
さ

い
。

・
あ
ず
き
は
お
好
み
の
硬
さ
に
煮
て
く
だ
さ
い
。

こ
ぶ
し
会

富
井
光
子
さ
ん
（
田
中
）

繊
類
雛
乳
麟
る
選
滋

　
　
　
　
　
　
　
薩
…
蓼
嚇
叢
嚢
富

　
あ
ず
き
と
牛
乳
が
と
て
も
よ
く
ム
ロ

う
「
牛
乳
し
る
こ
」
、
誰
で
も
簡
単
に

す
ぐ
出
来
ま
す
。
あ
ず
き
繊
維
、
た

ん
ぱ
く
質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
も
豊
富
で

す
。
お
彼
岸
に
一
度
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

◆
鶉
響
乳
鞍
る
睡
墜
の
糧
料

　
　
　
　
　
　
　
　
懲
難
戴
欝
羅

・
あ
ず
き
…
6
7
9
（
半
カ
ッ
プ
弱
）

・
砂
　
糖
…
4
0
g
（
大
さ
じ
4
杯
）

・
　
塩
　
…
1
9
（
ひ
と
つ
ま
み
）

血
玉
鞭
幾
餌
髪

・
牛
　
乳
…
2
8
0
㏄
（
5
カ
ッ
プ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

▲あずきと牛乳がとてもよく
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創
竈
②
馨
鰻
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
こ
の
夏
開
催
す
る
「
越
後
妻

有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
0
」
の
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
作
品
プ
ラ

ン
、
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
、
運
営
体
制
な
ど
を
正
式
に
発
表
し
、
事
業
へ
の
理
解

と
参
加
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
「
大
地
の
芸
術
祭
公
開
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
入
場
無
料
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
出
か
け
い

た
だ
き
、
事
業
へ
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

灘
田
時
3
月
2
9
日
㈱
午
後
7
時
～
9
時

礁
螢
　
場
　
十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル
（
十
日
町
市
学
校
町
）

◆
肉
　
容

・
本
田
実
行
委
員
長
、
平
山
県
知
事
（
名
誉
実
行
委
員
長
）
あ
い
さ
つ
・
大
地

の
芸
術
祭
全
体
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
各
地
域
で
の
取
り
組
み
紹
介
・
ゲ
ス

ト
ア
ー
テ
イ
ス
ト
あ
い
さ
つ
・
質
疑

＝
「
【

　
曝

一
一

▲
・

＝

▲

＝
号
【

　
1

欄
一

　
■
■
一
　
　
　
・

告

器
轟
騨
曇
藩
灘
説
明
会

健
㎜
名
出
席

　
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
様
々
な
場

面
で
事
業
を
支
え
て
い
た
だ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
が
、
応
募
い
た
だ
い
た
方
々
、

事
業
に
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
々

が
一
堂
に
会
し
て
、
2
月
2
3
日
サ
ン

ク
ロ
ス
十
日
町
で
第
1
回
の
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
内
容
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
夜
間
に
も
関
わ
ら
ず
、
新
潟
市
、

上
越
市
な
ど
か
ら
も
含
め
て
7
0
名
が

出
席
。
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
北

川
フ
ラ
ム
氏
に
よ
る
事
業
説
明
、
事

▲サンクロス十日町でのボランティア説明会

務
局
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
業
務
内
容

な
ど
の
説
明
の
後
、
出
席
者
の
自
己

紹
介
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
質
疑
で

は
「
地
域
高
校
生
に
も
呼
び
か
け
を
」

「
ア
ー
テ
イ
ス
ト
の
作
品
制
作
日
程

を
教
え
て
ほ
し
い
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

同
士
の
横
の
連
携
を
」
な
ど
の
提
案

が
出
さ
れ
、
今
後
事
業
に
活
か
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
東
京
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
組
織
「
小
蛇
隊
（
こ
へ
び
た
い
）
」

の
メ
ン
バ
ー
5
名
も
加
わ
り
、
ビ
デ

オ
で
の
活
動
報
告
や
初
め
て
越
後
妻

有
を
訪
れ
た
感
想
、
抱
負
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

業
蒙
瀟
．
凝
製
曇
イ
ア

組
纏
「
小
蛇
隊
」

　
東
京
で
の
大
地
の
芸
術
祭
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
組
織
と
し
て
、
妻
有
協
働
連

携
組
織
「
小
蛇
隊
（
愛
称
）
」
が
動
き

出
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
1
0
代

・
2
0
代
の
美
術
系
の
大
学
生
を
中
心

と
し
て
1
5
0
名
を
超
え
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
、
プ
レ
ス
ヘ
の
情
報
提

供
、
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
、
作
家
の
通

訳
な
ど
行
動
を
伴
う
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
毎
週
土
曜
日
に
は
東
京
事

務
局
で
定
例
会
が
開
か
れ
、
参
加
作

家
の
ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
3
月

12

日
に
は
代
官
山
で
「
東
京
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
大
集
会
（
仮
称
）
」
を
開
き
、

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
て

い
く
計
画
で
す
。

謂
日
曜
雷
穫
つ
り
で

譲
地
の
芸
術
祭
を
P
R

　
2
月
1
9
・
2
0
日
の
両
日
、
十
日
町

雪
ま
つ
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
広
場
に

あ
る
旧
十
日
町
シ
ル
ク
2
階
で
「
大

地
の
芸
術
祭
・
ス
テ
キ
発
見
展
示
会
」

が
開
催
さ
れ
、
2
0
0
名
が
入
場
し

ま
し
た
。
会
場
に
は
大
地
の
芸
術
祭

作
品
デ
ザ
イ
ン
や
参
加
作
家
の
大
き

な
レ
リ
ー
フ
、
ス
テ
キ
発
見
入
選
作

品
1
0
0
点
が
展
示
さ
れ
、
無
料
休

憩
所
も
設
営
さ
れ
ま
し
た
。

◆
問
合
せ
先

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
企
画

振
興
課
　
盈
5
7
i
2
6
3
7

ス
籔
鞘
発
轟

　
　
　
　
　
　
雛
幽
展
覧
会

　
～
ジ
三
．
噸
認
部
門
3
～

　
藝》

わ
ん
ぱ
く
賞
　
木
の
ぼ
り
少
年
Y

　
　
丸
山
洋
祐
さ
ん
・
橘
小
学
校

霧
灘
欝

灘

犠

　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　鱗蟹

　　　　　　　鷲
　　　　鱒鍔

鱗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　澗■瞳灘翔』臨　　』－駅　　　　　　　　　　碧難一塁
▲わんぱく賞　ネコバスのお客さん　　　　▲わんぱく賞　こいのぼりいっぱい　　　　▲わんぱく賞　サアみんなでチーズ
　　　　　　水落麻美さん・鐙島小学校　　　　　　　　　工藤　悠さん・西小学校　　　　　　　風間亜沙美さん・八箇小学校
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　　　　　　翻総囑蕎◎鑓囲i窮脇露翻②鶴翻9
　対等・協力とする県・市町村の新しい関係を構築する趣旨から、機関委任の制度が廃止され、新たに条例によ

る事務処理の特例制度が創設されました。これに伴い、平成12年4月1日以降、今まで市町村役場へ提出してい

た各種申請・届書の提出先・相談窓口が次のように変わります。

事　　務　　名 提　出　書　類 提出先・相談窓口 県担当課

景観形成制度における相談書の経由 大規模行為に係る景観形成相談書
県土地利用対策課

　　　リゾート推進室
土地利用対策課

自然環境保護員に係る経由
自然環境保護員年間勤務計画表・自然環境

保護員勤務状況報告書
県環境企画課自然保護係 環境企画課

環境保全資金貸付に係る経由

環境保全資金貸付基準適格証明書交付申請

書・工事等着手届・工事等完了届・工事等

変更承認申請書・適格証明書交付申請に係

る意見書・環境保全資金貸付基準適格証明

書

県環境対策課環境保全係
（新潟市）又は県保健所（新

潟市以外）

環境対策課

廃棄物処理施設等資金貸付に係る経由 貸付に係る適格証明書交付申請書 同　上 廃棄物対策課

民生委員辞任願書の経由 民生委員辞任願 県地域福祉センター 福祉保健課

民生委員・児童委員活動費支給に係る経由
民生委員児童委員活動費等所要額調書・民

生委員児童委員活動費等相手方登録申込書
県地域福祉センター 福祉保健課

動物保護管理条例に係る経由 加害届・脱出報告書・被害届
県保健所又は

県動物保護管理センター
生活衛生課

知的障害者相談員設置要綱に係る経由 相談員委託書・相談員証・活動報告書 県地域福祉センター 障害福祉課

中小企業関連倒産防止資金の融資認定に係

る事務
融資認定申請書 商工会議所又は商工会 商工振興課

工場立地動向調査に係る経由 工場立地動向調査表 県産業立地課計画調査班 産業立地課

過疎地域における工場等の誘致に関する条

例に基づく工場指定申請書の経由
工場指定申請書 県産業立地課計画調査班 産業立地課

クリーニング師免許申請書等の経由
試験受験願書・免許申請書・免許証再交付

申請書・免許証訂正申請書・免許証返納届
県生活衛生課営業指導係 生活衛生課

漁業申請に係る経由

漁業権免許申請書・漁業権行使規則認定申

請書・漁業許可申請書・漁業許可内容変更

申請書・漁業許可証書換交付申請書

県水産課調整係 水産課

水産動植物の採捕に係る経由

漁業権免許申請書・漁業権行使規則認定申

請書・漁業権遊魚規則認可申請書・採捕許

可申請書・水産動物移植許可申請書

県水産課内水面係 b水産課

国有地使用許可及び国有生産物採取許可申

請書の経由

公共用財産使用許可申請書（仮称）・生産物

採取許可申請書（仮称）
県土木事務所

用地・高速道路

課

不用物件払下げに係る経由 廃道敷払下申請書 県土木事務所 道路維持課

地すべり防止工事の施工の承認及び地すべ

り防止区域内行為の許可に係る経由

地すべり防止工事施工承認申請書・地すべ

り防止工事変更承認申請書・地すべり防止

区域内行為許可申請書・地すべり防止区域

内行為許可期間更新申請書・地すべり防止

区域内行為変更許可申請書・住所等変更届・

地すべり防止区域内行為着手、終了、中止、

廃止届・地すべり防止区域内行為承継届

県土木事務所 砂防課

急傾斜地崩壊危険区域内制限行為の許可及

び急傾斜地崩壊防止工事の届出に係る経由

急傾斜地崩壊危険区域内制限行為許可申請

書・急傾斜地崩壊危険区域内制限行為届・

急傾斜地崩壊危険区域内制限行為変更許可

申請書・急傾斜地崩壊危険区域内行為の地

位承継届・急傾斜地崩壊危険区域内制限行

為終了（廃止）届・急傾斜地崩壊防止工事

施工届

県土木事務所 砂防課

◆詳しくは、県担当課または書類提出先・相談窓口へ問合せください。

平成12年2月の入札結果
工　　　事　　　名 場　　所 工事費 講負　業者

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（24工区） 倉　　　俣 9，975，000円 株式会社三高土木
倉俣芋川地区配水管布設替工事（24工区） 倉　　　俣 ．2，152，500円 大隆建設株式会社
特定環境保全公共下水道路面本復旧（第11－4号）工事 白羽毛・芋川 4，200，000円 上越舗道株式会社
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平
成
1
2
年
4
月
1
日
よ
り
、
労
働
省
の
地
方
機
関
で
あ
る
新
潟
労
働
基
準
局
、

新
潟
女
性
少
年
室
及
び
新
潟
県
職
業
安
定
課
・
雇
用
保
険
課
が
統
合
さ
れ
、
新

潟
労
働
局
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

※
労
働
基
準
監
督
署
・
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
つ
い
て
は
、

　
組
織
や
所
掌
事
務
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
新
潟
労
働
局
の
内
部
組
織
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
総
　
務
　
部
…
労
働
保
険
の
適
用
・
保
険
料
の
徴
収
（
年
度
更
新
手
続
き
）
、

　
　
　
　
　
　
　
総
合
的
な
労
働
相
談
に
関
す
る
こ
と

・
労
働
基
準
部
…
労
働
条
件
、
安
全
衛
生
、
労
災
補
償
に
関
す
る
こ
と

・
職
業
安
定
部
…
雇
用
対
策
に
関
す
る
こ
と

・
雇
用
均
等
室
…
男
女
の
雇
用
機
会
均
等
、
育
児
・
介
護
休
業
に
関
す
る
こ
と

◆
4
月
1
日
か
ら
の
新
潟
労
働
局
の
所
在
地
・
電
話
番
号

　
〒
9
5
1
1
8
5
8
8
　
新
潟
市
川
岸
町
1
1
5
6
（
現
新
潟
労
働
基
準
局
敷
地
）

・
総
務
部
総
　
務
　
課
盈
0
2
5
1
2
3
4
1
5
9
2
0

　
　
　
　
　
　
　
企
画
室
B
O
2
5
1
2
3
4
1
5
3
5
3

　
　
　
　
　
　
　
労
働
保
険
徴
収
課
　
B
O
2
5
1
2
3
4
1
5
9
2
1

・
労
働
基
準
部
監
督
課
盈
0
2
5
1
2
3
4
1
5
9
2
2

　
　
　
　
　
　
　
安
全
衛
生
課
盈
0
2
5
1
2
3
4
1
5
9
2
3

　
　
　
　
　
　
　
賃
金
室
B
O
2
5
1
2
3
4
1
5
9
2
4

　
　
　
　
　
　
　
労
働
補
償
課
B
O
2
5
1
2
3
4
－
5
9
2
5

・
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課
盈
0
2
5
1
2
3
4
－
5
9
2
6

　
　
　
　
　
　
　
職
業
対
策
課
E
O
2
5
1
2
3
4
－
5
9
2
7

・
雇
用
均
等
室
　
　
　
　
　
．
　
　
　
盈
0
2
5
－
2
3
4
－
5
9
2
8

◆
な
お
、
ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
3
月
31
日
ま
で
は
次
ま
で
問

　
合
せ
願
い
ま
す
。

※
新
潟
労
働
基
準
局
　
盈
0
2
5
1
2
6
6
1
4
1
6
1

※
新
潟
女
性
少
年
室
　
盈
0
2
5
－
2
6
6
1
0
0
4
7

※
新
潟
県
職
業
安
定
課
　
E
O
2
5
－
2
8
5
1
5
5
1
1

0　 畠
■
■
5証一■一■

～中里村のホームページが新しくなりました～

騨墨村のホームページが、各種情報を満載

移懇新しく生まれ変わりました。

中里村ってどんなとこ？

遊びに行きたいけどどこかいいところはない？

温泉でのんびりしたいんだけど

など、中里村のことについて情報を知りた

い方はぜひ一度アクセスしてください。

httpl／／www，tiara，or，jp／～naka，sato／

※ドーム中里き☆ら○ら、大地の塞衛祭．鞠、
里村元気印応援隊のホームペー鎌携灘．灘灘．』』、

できます。

国民年金は、毎月保険料を納めていただくことになって

いますが、1年分まとめて納める『前納制度』があります。

前納制度は、

　　　　　　　　　　　　　、11／：論欝購欝になるO・勃’／

・納め忘れがなくなる。

ぜひ『前納制度』をご利用ください。

◆申込み期限　4月14日（金）

◆申込み方法

・ロ座振替の方

十日町交通センターでは、ご家庭で不用にな

ったチャイルドシートを譲り受け、無料で貸し

出す事業を計画していましたが、現在までにわ

ずかしか回収できず、この計画は免含わせるこ

ととなりましたのでお知らせします。

十日町交通センター　容57一一6055

／

／　1　、

　振替口座の金融機関で振替依頼書を提出してください。

　定期振替日に振替します。

・現金納付の方

　役場民生課国民年金係まで申し込みください。前納用

　の納付書を送付します。

◆平成12年度保険料（予定）

定額保険料
定額前納保険料
　　　　割引額
付加加入者保険料
付加加入者前納保険料

　　　　割引額

159，600円
155，750円
　3，850円
164，400円
160，430円
　3，970円

※なお、前納保険料は、4月30日を過ぎると取り扱いでき

ませんのでご注意ください。

※口座振替の方は、一度手続きいただくと毎年度、前納扱

いとなります。

ノ
ダ

ム
昌
■
層

ヲ／＼
の

9 広報：なかさと　　平成／2年3月／0日



圃国囹囲

　わ腰轟，家『謬・韮穫．』

鈴木涼太くん（・歳）⑭
芳道・智子ざん夫妻の3男（原町）

　じっとしているのが嫌いで、いつ

もちょこちょこと家中をさわぎまわ

っている涼太くん。お兄ちゃんたち

のやっていることを真似しながら遊

んでいます。いたずらも大好きで、

電気のコンセントを抜いたり、ガス

釜のスイッチを入れたりしています。

　取材に伺ったとき、お昼寝起きで

ちょっとご機嫌斜めだった涼太くん

でしたが、ジャングルジムでお兄ち

ゃんたちと遊んでいるうちにかわい

い笑顔にな＠麺鵬吻嵐

響

青
年
海
外
協
力
隊

　
　
　
春
募
集
説
明
会

◆
目
時
及
び
会
場

・
4
月
1
3
日
㈲

午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
30
分

ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡

・
4
月
2
0
日
困

午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

柏
崎
勤
労
者
青
少
年
ホ
ー
ム

．
5
月
9
日
吹

午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

ワ
ー
ク
パ
ル
上
越

◆
応
募
要
領
の
概
略

・
募
集
期
間

4
月
1
0
日
側
～
5
月
2
0
日
出

・
募
集
規
模

約
1
4
0
職
種
、
約
8
0
0
名
を

募
集
、
派
遣
予
定
国
は
約
6
0
力
国

・
応
募
方
法

青
年
海
外
協
力
隊
所
定
の
願
書
を

協
力
隊
事
務
局
に
5
月
2
0
日
出
ま

　
で
に
郵
送

・
資
格

20

以
上
39
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を

持
つ
心
身
と
も
に
健
康
な
青
年
男
女

◆
問
合
せ
先

新
潟
県
企
画
調
整
部
国
際
交
流
課

〒
9
5
0
－
8
5
7
0
　
新
潟
市

新
光
町
4
－
1

　
E
O
2
5
－
2
8
5
－
5
5
1
1

　
　
　
　
　
内
線
2
1
2
9

黄
桜
の
丘
桜
蓬
つ
り

　
　
　
　
　
短
歌
募
集

4
月
2
9
日
（
み
ど
り
の
日
）
に
開

催
す
る
、
第
哲
回
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ

り
で
発
表
す
る
短
歌
を
募
集
し
ま
す
。

今
年
は
一
般
部
門
と
ジ
ュ
ニ
ァ
部
門

（
中
学
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
課
題

　
「
黄
桜
の
丘
」
「
黄
桜
」
「
名
勝
鷹

の
巣
」
「
信
濃
川
の
流
れ
」

◆
応
募
万
法

官
製
パ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
記

入
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
1
人
3

首
以
内
と
し
、
未
発
表
の
も
の
と
し

ま
す
。

◆
締
切
日
　
3
月
31
日
樹

◆
発
表
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り
で
発
表

◆
表
彰
☆
中
里
村
長
賞

☆
中
里
村
観
光
協
会
長
賞

☆
特
選

☆
入
選

※
受
賞
者
に
は
作
品
を
刻
ん
だ
楯
を

差
し
上
げ
ま
す
。

◆
応
募
先
・
問
合
せ
先

〒
9
4
9
－
8
4
9
2
　
中
里
村

大
字
田
沢
己
2
1
3
3
　
中
里
村

役
場
企
画
観
光
一
課
内
　
中
里
村
観

光
協
会
　
　
盈
6
3
1
3
1
6
8

◆採用人数　1名

◆年　齢18歳～30歳位まで
◆契約内容　平成12年4月～10月までのパートタイマー契約

◆賃　　金　時給650円～700円
◆仕事内容　フロント受付業務・売店等接客業務

◆就業時間　①8時～17時　②13時～22時

　　　　　　※交代制有り

◆採用時期　平成12年4月

※ラピーヌ雪街道及び清津峡渓谷トンネルのパートタイマー

　募集は広報なかさとお知らせ版（2月25日号）をご覧くだ

　さい。

嚢選考欝瀾

　履歴書の到着後、随時面接。

聴募議続劃
　採用希望者は、履歴書を下記住所へ郵送してください。

【応募・聞禽慧翻

　〒949－8411　中里村大字田沢庚349－1

　株式会社なかさと　企画総務課　山田まで

　盈63－4822

◆採用人数　1名

◆年　齢35歳～55歳位まで
◆契約内容　パート待遇の契約社員（通年雇用）

◆賃　　金　月給150，000円～200，000円

◆仕事内容　施設管理等

◆就業時間①8時～17時②13時～22時
　　　　　　※交代制有り

◆採用時期　平成12年3月

◆採用人数　1名（大学卒で体育学部卒）

◆年　　齢　25歳位まで

◆契約内容　正社員

◆賃　　金　基本給152，600円～171，000円

◆仕事内容　プールインストラクター他

◆就業時間①8時～17時②13時～22時
　　　　　　※交代制有り

◆採用時期　平成12年4月

10
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、
灘
慧
、
、
　
京
泰
奈
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慶
靖
郁
里
清
幸
、
、
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．
難
．
．
行
美
灘
灘
雛
灘
．
（
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灘
　
錨
轄
刷
錨
枷
沸
　
和
昌
　
秘
惑
簾

　
　
　
　
　
｛
～
し
｛
｛
｛
｛
　
　
　
澤
谷

　
　
　
　
　
・
子
　
・
子
　
か
愛
　
柑
介
　
か
香
　
砒
仁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
瀧
山
澤
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
ん
　
　
　
　
　
　
　
石
関

　
　
　
　
D
統
　
り
瞳
　
　
に
仁
　
　
の
竣
　
　
舳
桃
　
　
駄
清
　
　
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
　
柳
村
清
村
滝
羽

※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

今月の納税と振替日

■国保税（3月3謡日）

ロ保育料（3月31日）

□国民年金（3月27日）

■上下水道（3月27日）

原
付
法
定
講
習
の

　
　
　
　
　
　
串
込
み
受
付

◆
受
付
開
始
　
3
月
1
日
困
か
ら

◆
申
込
み
に
必
要
な
も
の

・
本
籍
の
載
っ
て
い
る
住
民
票

・
受
講
料
　
4
、
2
0
0
円

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー

　
十
日
町
市
寿
町
1
丁
目
1
1
2

　
E
5
7
1
6
0
5
5

固
定
資
灌
の

　
　
　
　
課
税
螢
帳
縦
覧

　
固
定
資
産
税
を
課
税
す
る
基
に
な

る
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間

は
4
月
3
日
か
ら
2
8
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
昨
年
中
に
家
屋
の
新
増
築
及

び
滅
失
、
面
積
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
こ
の
期
間
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

『●。●卿●o●ゆ●幅）。●⊆恥⊆鴻に）●。⊂”●。●ゆ●K⊃．●。●ゆ●o●。●ゆ●㏄コ．『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

1　倉俣の御屋敷遺跡発掘調査報告書（A41
9　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
1判50ぺ一ジ）が出来上が麟ました¢中里村l
l教育委員会生涯学習課で販売しています、　l

l　　　　　　　　　　　－　　9
1部数に限璽があ鱗ますので・必要な方は生l

l涯学習課まで問合せください。　　　　　l

l　　　　　　　　　　　　　　l
l　◆1冊　雁，000円　　　　　　　　1
』に璋．。．．α＿．。．．。．ゆ．．。．．。．．。．．。．．。．．。。．。．．。．．。．．。．ol』

◆
縦
覧
期
間

　
4
月
3
日
㈲
～
2
8
日
樹

　
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

◆
縦
覧
場
所

　
中
里
村
役
場
税
務
課

◆
問
合
せ
先

　
役
場
税
務
課
資
産
税
係

灘灘難搬纏饗籔
翻羅i醐馨難灘翻纏馨i翻講禦謙鐡P

●交通事故件数

●死 者

5件

●傷 者

O人

●死亡事故ゼロ

6人

227日

　4月1日から、新しい火葬場が利用できるようになります。それに伴い、利

用内容が変わりますのでご案内します。なお、場所は現火葬場から一段下がっ

た所になります。

◆利用時間（斎場到着時間）

　・午前9時から　　　　・午前10時から　　　　・午前11時から

　・午後1時30分から　　・午後2時15分から　　・午後3時45分から

◆利用手続き

・使用申込み……役場の受付窓口で斎場使用申込みを行なってください。

・斎場使用料……火葬当日、斎場で納めてください。

・斎場使用許可証……役場の受付窓口で受け取り、火葬当日、斎場の係員に火

　　　　　　　　葬許可証とともに提出してください。

※利用者から斎場への直接の申込みはご遠慮ください。

◆使用料
・12歳以上の者　1体　20，000円　　・12歳未満の者　1体　15，000円

・死体胎児　　　1体　10，000円　　・分娩汚物　　　1個　10，000円

・改葬　　　　　1回　10，000円

◆利用上の注意

（1）火葬開始時間の遅れは、斎場の業務に大きく支障をきたしますので、火葬開

　始時間を厳守ください。

（2）待合室での湯茶等のご利用は、セルフサービスでお願いします。また、退場

　に際しては、待合室の清掃を行なってください。

◆火葬に当たってのお願い

（1）ドライアイスは、出棺前に取り除いてください。

（2）お棺の中に遺品や物を入れると、火葬時間が長くかかるうえに遺骨を汚した

　り、傷めたりする原因になります。また、事故の原因にもなりますので、入

　れないようご協力をお願いします。特に次のものは入れないでください。

・スプレー缶、ライター、アルコールなどの爆発する恐れのある物

・ビン類、缶類、瀬戸物、金物、石製品などの燃えない物

・果物など水分の多い物

・ビニール、プラスチック、発泡スチロール、ゴム類、本、布団等

（3）ペースメーカーを装着しているご遺体の場合は、係員に申出ください。

◆休場日　1月1日、2日、3日
◆その他
◆問合せ先

係員に対する心付け等は、組合職員であるため固くお断りします。

津南地域衛生施設組合　盈65－3495
または、中里村役場民生課（内線122）まで

11 広報なかさと 平成12年3月10日
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43月15

15㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

（；）13二45～14：00

16休）

17囲
心配ごと相談（樋ロ虎治郎）合ディサービ

スセンター　013：30～16：00

18㈲

19（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ

ーノレ　　011：00～11：40

ミュージック・プラネ　合ユーモール

019：30～

20（月） 祝日　春分の日

21㈹

22㈱

23㈱

24囲

心配ごと相談（南雲勝男）合ディサービス

セ！ンター　013：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター

013：30～16：00

25出

26（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ・
一ノレ　　（：）1／二〇〇～11：40

27（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場

（i）15：30～16：00

28㈹

29㈱

30休）

31囲
心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス

tzンター　013二30～16二〇〇

1㈲

2（日） ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　0／1二〇〇～11二40

3（月）

4㈹

5㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

013二45～14二〇〇

難

獄醗驚鍵鞍欝
憲

2月末現在（）は前月比

男　3，288人（十2）

女3，281人（±O）

計6，569人（十2）
　　1，705　（十1）

●人ロ

●世帯数

　十日町地域管内では、今年に入ってからすでに4件の火災が

発生し、1名の犠牲者が出ています。冬場はストーブなど暖房

器具を使う機会が多くなります。火災はちょっとした不注意か

ら発生します。おやすみ前、お出かけの際など、火の元には十

分注意しましょう。

◆今年に入ってからの火災

　・1月7日　十日町市中条　建物火災1棟全焼1棟部分焼

　・1月30日　十日町市下条　建物火災1棟部分焼

　・2月9日　十日町市本町2丁目　建物火災

　　　　　　　　　　　　　　2棟全焼1棟部分焼1棟ぼや

　・2月20日　十日町市城之古　建物火災

　　　　　　　　　　　　　　1棟全焼1棟部分焼死者1名

　特別地方消費税とは、飲食店や旅館などの利用料金が免税点

（飲食等7，500円、宿泊15，000円）を超える場合に課される県の

税金です。

※特別徴収義務者に指定されている飲食店などの経営者の方は、

3月利用分までの申告納入が必要です。

◆問合せ先

　新潟県十日町財務事務所　課税課’盈57－5512

　または、新潟県庁税務課　盈025－280－5048

　中里村歯科診療所では、4月1日からお勤めの方や学生さん

からもご利用いただけるように1火曜日と木曜日の診療時間を

午後6時まで延長します。

◆診療時間、

・月曜日・水曜日・金曜日　午前9時～午後5時

・火曜日・木曜日　　　　　午前9時～午後6時

3／12 中 条病院禅儲鴇1
屡
▼
3／19 田中外科医院響箭需

儒 3／20 庭 野医院弾論鴇1
陵 3／26 本町クリニツク響蹄1謝

先
日
、
第
1
8
回
の
な
か
さ
と
交
流

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
2
日
間
と

も
大
雪
に
見
舞
わ
れ
大
変
で
し
た
が
、

沖
縄
の
子
ど
も
た
ち
は
空
か
ら
降
っ

て
く
る
雪
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、

雪
合
戦
や
ス
キ
ー
体
験
、
地
元
の
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
と
楽
し
い
思
い

出
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
、
沖
縄
へ
と

戻
っ
て
行
き
ま
し
た
。

7
月
に
は
中
里
村
の
子
ど
も
た
ち

が
サ
ミ
ッ
ト
の
開
か
れ
て
い
る
沖
縄

に
交
流
に
行
く
そ
う
で
す
が
、
沖
縄

の
文
化
、
風
習
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
見
た
り
聞
い
た
り
体
験
し
た
り

し
て
、
土
産
話
を
た
く
さ
ん
持
ち
帰

っ
て
き
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。


